
いだいなしもべアンモン
だい23しょう

モーサヤの4人
にん

のむすこは，ゼラヘムラを出
で

て，レーマン人
じん

に

ふくいんを教
おし

えに行
い

きました。行
い

き先
さき

は，それぞれちがって

いました。（アルマ17：12－13）

アンモンはイシマエルの地
ち

へ行
い

きました。イシマエルにつくとす

ぐ，レーマン人
じん

はアンモンをしばって，ラモーナイ王
おう

の前
まえ

につれて

行
い

きました。（アルマ17：20－21）

アンモンがレーマン人
じん

の中
なか

でくらしたいと話
はな

すと，ラモーナイ王
おう

はたいへんよろこんで，アンモンのなわをといてくれました。（ア

ルマ17：22－24）

アンモンは「王
おう

のしもべになります」と言
い

いました。やがてアン

モンは，王
おう

のかちくのむれの番
ばん

をするためにつかわされました。

（アルマ17：25）

ある日
ひ

，アンモンたちは，かちくのむれを水
みず

のあるところにつれ

て行
い

きました。すると，レーマン人
じん

のどろぼうがやって来
き

て，かち

くのむれをおいちらして，ぬすもうとしました。（アルマ17：

26－27，18：7）

64



65

なかまのしもべたちはおそれました。前
まえ

にもこのわるいレーマン

人
じん

たちにかちくをうばわれて，ラモーナイ王
おう

にころされたしもべが

いたからです。（アルマ17：28）

アンモンは思
おも

いました。「今
いま

こそ神
かみ

の力
ちから

を見
み

せ，レーマン人
じん

の心
こころ

をとらえよう。そうすれば，レーマン人
じん

もわたしの言
い

うことを聞
き

く

ようになるだろう。」（アルマ17：29）

アンモンはほかのしもべに言
い

いました。「むれをみな元
もと

どおりに

あつめたら，ころされずにすむにちがいない。」（アルマ17：31）

アンモンたちはいそいでかちくのむれをさがし，また水
みず

ぎわにあ

つめました。（アルマ17：32）

レーマン人
じん

のどろぼうたちは，アンモンをおそれませんでした。

アンモンをかんたんにころせると思
おも

ったのです。（アルマ17：35）

ところが，またあのレーマン人
じん

たちがやって来
き

たので，アンモン

はなかまに言
い

いました。「わたしがかれらとたたかっている間
あいだ

みん

なはかちくを見
み

はっていてくれ。」（アルマ17：33）
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しかし，アンモンには神
かみ

の力
ちから

がやどっていました。アンモンは石
いし

をなげて，何人
なんにん

かをころしました。そのためどろぼうたちは，ひど

くおこりました。（アルマ17：35－36）

アンモンをうちころそうと，ぼうをふり上
あ

げてかかって来
き

たもの

たちはみな，アンモンにうでを切
き

りおとされました。どろぼうたち

はふるえ上
あ

がって，にげて行
い

きました。（アルマ17：36－38）

なかまのしもべたちは，切
き

りおとされたどろぼうたちのうでをラ

モーナイ王
おう

の前
まえ

へもって行
い

き，アンモンの強
つよ

さとかれのしたことを

話
はな

しました。（アルマ17：39；18：1）

それを聞
き

いて，アンモンのいだいな力
ちから

に王
おう

はたいそうおどろきま

した。王
おう

はアンモンに会
あ

いたいと思
おも

う一方
いっぽう

，おそれるきもちもあり

ました。アンモンのことをたいれいではないかと思
おも

ったからです。

（アルマ18：2－4，11）

アンモンが王
おう

のもとへ行
い

くと，ラモーナイ王
おう

は何
なん

と言
い

ってよいか

分
わ

からず，1時間
じ か ん

，何
なに

も言
い

いませんでした。（アルマ18：14）

せいれいのたすけによって，アンモンは王
おう

の考
かんが

えていることが分
わ

かりました。アンモンは自分
じ ぶ ん

がたいれいではなく，ただの人間
にんげん

であ

ると話
はな

しました。（アルマ18：16－19）
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すると王
おう

は言
い

いました。「何
なん

の力
ちから

によっておまえはどろぼうたち

をうちまかしたのか。なぜわたしの考
かんが

えていることが分
わ

かったのか。

それを教
おし

えてくれるなら，何
なん

でもほしいものをやる。」（アルマ

18：20－21）

アンモンが「わたしののぞみは，王
おう

がわたしのことばをしんじて

くださることだけです」と言
い

うと，王
おう

は「よし，おまえの言
い

うこと

をみなしんじよう」と言
い

いました。（アルマ18：22－23）

アンモンが，王
おう

は神
かみ

をしんじますかとたずねると，王
おう

はたいれい

はしんじると答
こた

えました。（アルマ18：24－27）

そこでアンモンは，たいれいは神
かみ

であること，神
かみ

は地上
ちじょう

にあるす

べてのものをおつくりになったこと，わたしたちの思
おも

いを知
し

ってお

られることを話
はな

しました。（アルマ18：28－32）

アンモンはせいぶんをつかって，ちきゅうのそうぞうやアダム，

イエス・キリストについてラモーナイ王
おう

に教
おし

えました。（アルマ

18：36，39）

「人
ひと

は，神
かみ

のかたちにかたどってつくられました。わたしは，王
おう

やたみにふくいんを教
おし

えるために，神
かみ

によってめされているので

す。」（アルマ18：34－35）
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ラモーナイ王
おう

はアンモンのことばをしんじ，つみのゆるしをもと

めていのりはじめました。そして，しんだように地
ち

にたおれてしま

いました。（アルマ18：40－42）

そこでしもべたちは，王
おう

をきさきのところへはこんで行
い

って，よ

こたえました。ところが，2日
か

たってもおきないので，みんなは王
おう

がしんだものと思
おも

い，はかにほうむろうとしました。（アルマ18：

43；19：1）

しかし，きさきは王
おう

がしんだとはしんじられませんでした。アン

モンのいだいな力
ちから

を聞
き

いたきさきは，アンモンにたすけをもとめま

した。（アルマ19：2－5）

アンモンは，神
かみ

の力
ちから

がラモーナイ王
おう

に下
くだ

ったことを知
し

っていたの

で，王
おう

はしんだのではなく，明日
あ す

になればおき上
あ

がると言
い

いました。

（アルマ19：6－8）

きさきはひとばん中
じゅう

，王
おう

のそばについていました。つぎの日
ひ

，王
おう

はおき上
あ

がって，イエス・キリストを見
み

たと言
い

いました。王
おう

もきさ

きも，せいれいにみたされました。（アルマ19：11－13）

ラモーナイ王
おう

はたみに，神
かみ

とイエス・キリストについて教
おし

えまし

た。王
おう

のことばをしんじた人
ひと

びとは，つみをくいあらため，バプテ

スマをうけました。（アルマ19：31，35）




